
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡崎学区福祉委員会   

委員長 小田 利枝子 

あけましておめでとうございます。  

岡崎学区は高齢化率 18.1%、年少人

口割合 16.9%(令和６年４月１日)と  

他学区と比べて、若い世代が多いことが特徴です。

しかし高齢化率は少しずつ高まっています。福祉

委員会では学区の皆様が「安心・安全に暮らすこ

と」「この学区で暮らして良かった、と思っていた

だけること」を願っています。そのために「いきい

きクラブ」「ふれあいサロン」「ぽっぽの会」「グラ

ウンドゴルフ大会」等の活動を行っています。  

今年度は学区の情報を集めた「みんなの便利帳」

を総代会・社教委員会と協力して発行する予定で

す。 

多くの皆様が、顔を合わせて、声をかけあう、明

るく楽しい学区を目指していきます。ご協力をよ

ろしくお願いいたします  

 

岡崎学区総代会  

会長 加藤 政幸 
あけましておめでとうございます。令和７年も「元気であたたかい岡崎学区」をめざして、各

町総代１９名からなる総代会と、社会教育委員会、福祉委員会、各種団体が、チームワーク良く、

力を合わせてがんばっていきます。 

さて、私事でありますが、私がこの岡崎に暮らすようになって、今年が５０周年となります。国鉄マ

ンであった父親の仕事の関係で、各地で学生時代を過ごし、大学生になる年の４月に、若松・砂川のほとりの地に住む

ことになりました。その年に完成した真新しい「若砂橋」が、５０年経って、今、架け替え工事をしていることに感慨深

いものがあります。橋や道路は、年が経つとどんどん変わっていくものの、人の温かさや絆は変わることはありません。 

特に、岡崎学区は、途中から来た私たち家族にも、優しく住みやすい場所でした。その感謝から、私は総代を

７年前、総代会長を４年前にお受けしました。また、自分の教職員時代には、私は特に転入生の受け入れに神

経を使いました。自分が転校を繰り返したこともその理由の一つですが、後からその集団に入ってきた人を温

かく迎えられる集団は、必ずそこからさらに伸びて、良くなっていくものだと感じていたからです。 

今後も岡崎学区は、さらに発展して多くの方々がこの学区で暮らすようになると思います。その方々を、温かく、

優しく迎えることが、岡崎学区のさらなる発展・進化につながっていくと信じています。今年度も各町内、各団体

で、昨年までと同様に「ムリなく、ムダなく、ムラなく」を心がけていただき、町内会活動を担う方々、学区の方々

が明るく元気にがんばることができる岡崎学区にしていきましょう。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

岡崎学区社会教育委員会  

委員長 新美 優 

あけましておめでとうございます。 

令和７年も社教委員会は、総代会、福

祉委員会、各種団体と連携し、円滑に社 

会教育事業、福祉事業、研修事業、スポーツ事業など

学区の皆さまの教育文化の向上、健康の増進など、お

役に立てるよう活動をしてまいります。開校１５０

年を迎えた伝統ある岡崎小学校周辺は、近年めざま

しく開発が進み、急速に生活環境が大きく変化しつ

つあります。岡崎学区は、なかよし運動会、夏祭り、

敬老会、各種のスポーツ大会など学区の皆さんにと

っては、それぞれのイベン卜が季節の風物詩となっ

ており、思い出づくりの大切な交流の場の一つであ

ります。ますます地域の姿が変わり続けても、適応し

ながら大事なことはしっかりと次へ繋いでいきたい

と思います。今後も交流行事を通じ、大切な子どもた

ちを地域であたたかく見守り、育てながら明るく、活

力ある岡崎学区を目指して貢献していきますのでご

理解、ご協力をお願いいたします。 
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おかざき 

新年おめでとうございます 

学区通信 おかざき                令和７年１月１日 

■岡崎学区 主な行事計画(１～３月) 
月 日 曜 行  事 主催団体  

１ 
 

月 

5 日 新年四社巡りウォーキング大会  社 教･親 善 

4 土 新年交礼会  岡 崎 市  

11 土 総代会 1 月定例会  学区総代会 

12 日 資源回収（予備日 19 日） こ ど も 会  

12 日 消防出初式  岡 崎 市  

19 日 岡崎市民駅伝大会  岡 崎 市  

22 水 子育て支援活動「ぽっぽの会」  福祉委員会 

29 水 岡崎いきいきクラブ  福祉委員会 

２ 
月 

1 土 総代会 2 月定例会  学区総代会 

16 日 資源回収（予備日 23 日） 岡小ＰＴＡ 

19 水 岡崎いきいきクラブ  福祉委員会 

23 日 男女ソフトミニバレーボール大会 開 放 ･ 体 育  

26 水 子育て支援活動「ぽっぽの会」  福祉委員会 

３ 

月 

1 土 総代会 3 月定例会  学区総代会 

7 金 翔南中学校 卒業証書授与式  翔南中学校 

6 木 ３Ｃパトロール一斉活動  学区総代会 

16 日  資源回収（予備日 23 日） こ ど も 会  

19 水 岡崎小学校 卒業証書授与式  岡崎小学校 

19 水 岡崎いきいきクラブ  福祉委員会 

      
      

 

バックナンバー、ご希望･ご意見等はこちらから  

学区通信 HP→  

 

学区通信おかざき  

 １５０周年を迎えた岡崎小学校 （その３：令和７年度に向けて） 
  校長 鈴木 勝久 

岡崎小学校周辺の開発に伴い児童数が大幅に増加したため、平

成２９年に中校舎西側増築、令和４年に北校舎新築、令和６年に中

校舎、南校舎の大改修工事が行われ、岡崎小学校は市内でも最先

端の設備を整えた学校に変貌しました。まず、体育館を含め、すべての

照明がＬＥＤ化され、教室や廊下の壁も木質化されました。また、エレベ

ーター棟も新設され、バリアフリーの校舎になりました。正門から中庭

は、インターロッキングを敷き詰め、天然芝生も配する外構工事が着々

と進められています。水はけのよい緑豊かな中庭の完成が待たれます。 

また、創立１５０周年記念実行委員会を、同窓会、総代会、社教委員会、ＰＴＡ、学校の五つの団体

で組織し、令和７年１１月８日（土）の記念式典に向けて動き出しています。今のところ、記念事業として

以下のことが計画されています。お楽しみに。 

・１５０周年記念 T シャツ作製（子どもたちからイラストを募集したオリジナルワンポイント入です） 

・１５０周年記念リーフレット作製 

・航空写真下敷き作製  

・中庭の渡り廊下壁に設備時計寄贈  

・劇団四季団員で本校卒業生である小林由希子氏講演  

                           「夢をかなえる」 LED 照明化・木質化された教室・廊下 

 

改修された南校舎 
南公園梅林  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■おやじの会 防災イベント 
１２月７日(土) 岡崎小体育館 

岡崎消防署協力の元、能登半島地震の災害支援活動について、

写真や動画を使って現場のリアルな状況を聴くことができま

した。様々な質疑もあり、より多くの児童、保護者にも聴いて

ほしいと思う内容でした。 

携帯浄水器の体験では、泥水に見立てたココアがどんな色や

味になるかを  クイズ形式で実施、最後は児童お楽しみの今

時の非常     食を試食しました。そのおいしさから、お 

かわりの列も 

できていま 

した。 

                             

12 月１日(日)に社教委員会研修事業としてＪＥＲＡ碧南火力発電所見

学会が開催されました。 

家族連れや個人参加の２歳から８５

歳の老若男女 39名が参加し、貸切バ

スで碧南火力発電所へ向かいました。 

最初にＪＥＲＡミュージアムのホー

ルで、ＪＥＲＡの紹介と石炭火力とし 

ては日本最大、世界でも最大級の総出力４１０万ｋＷの碧南火力発電所の紹 

介、CO２削減のためアンモニア転換技術実証事業への取り組みや安全対策を説明していただきました。 

その後、普段は入れない広大な発電所の構内をバスに乗り案内していただきました。高さ４８ｍの５棟のボイ

ラー建屋、高さ２００ｍで新幹線がスッポリ入る太さの煙突、煙突から出る排ガスをきれいにするための膨大な

浄化装置群、名古屋ドーム１０個分の広さの貯炭場、オーストラリアなどからの石炭運搬船や桟橋、またアンモ

ニア発電の実証試験設備などを見学し、そのスケールの大きさに驚くとともに、 

日頃何気なく使っている電気が、環境や安全に配慮しながら最新の技術で作られて

いるのを理解する良い機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

見学後は隣接するＪＥＲＡガーデンで小春日和の中、お弁当を食べ

たり散策を楽しみました。 

社教委員会研修事業「碧南火力発電所見学会」 

■子育て支援活動「ぽっぽの会」 
１１月２７日(水) 岡崎学区市民ホーム２階 

『「親子で-防災-」守も

ろう子どもと赤ちゃん』

というテーマで防災士

の荒木渉さんとコープ

あいちの方から楽しく防

災について学びました。 

①知ろう②考えよう③今日からやろう「いつも

の生活に備えをプラスワン」という事で、色々な実物

を見たり、触ったり、体験したりしました。 

常に子どもさんも一緒に！という事で、とても自然

体でお話くださり和やかな雰囲気の中、 

大変有意義なひと時でした。 

 

 

 

■ふれあいサロン 
１２月８日(日) 針崎東公民館 

針崎郷と針崎郷西のふれあい

サロンが開催されました。体操や

えびすくい踊りの後、クイズとダ

ーツゲームをして、成績優秀者３

名に景品が贈られました。 

キーボード演奏者の井下麻衣 

さんの演奏に合わせて「北酒場」

「リンゴの唄」など懐かしい曲

を全員で歌いました。ビンゴゲ

ームもして皆さん楽しい時間を

過ごしました。 

■学区グラウンドゴルフ大会 
１１月２４日(日) 岡崎小グラウンド 

第２７回岡崎学区福祉グラウンドゴルフ大会（主

催：学区福祉委員会、運営協力：学校開放委員会、体

育委員連合会）が開催されました。 

冷たい風が吹くものの暖

かい日差しのなか、１７チ

ーム８５名が参加し、いつ

ものグラウンドゴルフとは

違って、池・三角コーン・土

手などの障害物やＯＢライ

ンのある難コースに苦戦し

ながらも和気あいあいとし

た雰囲気のなか行われまし

た。 

結果は次のとおりでした。 

＜団 体＞  

優勝：針崎郷Ｂ 

２位：チームコキア 

３位：馬畷の仲間 

＜個人男子＞  

優勝：斉藤 誠 

２位：成瀬 俊市 

３位：宮地 忠秋 

＜個人女子＞ 

優勝：柴田弓子 

２位：安福みつよ 

３位：早川チヅ子 

    （敬称略）  
詳細はこちらもご覧ください→ 学区福祉委員会活動の詳細は FB を→ 

■岡崎警察署新庁舎見学会 

１１月３０日に岡崎警察署が針崎町に完成した新庁舎に移転しましたが、それに先立ち１１月１日に岡崎学

区の総代会、社教委員会、福祉委員会、親善クラブを対象とした見学会が行なわれました。 

普段あまり見ることのできない留置施設や面会室また取調室などまるでドラマの様な室内を見せていただき

ました。 

新庁舎は５階建てで、愛知県内では春日井市にある警察学校に続き、警察署では唯一となる射撃場が設けられ

訓練を分散して行うことが出来るようになります。射撃場内は吸音性に優れた素材の壁で作れているので外へ

の音漏れの心配は無いそうです。 

敷地内に駐車場が９３台分あり以前よりも倍以上の車を駐車することが出来るようになります。 

また、交通課は２階にありフロア内に待合室があることにより免許の更新などに訪れる際にも快適に待つこ

とができます。 

おまけ 

警察署の入口付近の天井には愛

知県産の杉の木が使用されてい

ます。警察署に行く機会がありま

したら上を見て探してみてくだ

さいね  

団体優勝の針崎郷 Bチーム 

個人男子の部入賞の皆さん 

個人女子の部入賞の皆さん 

JERAミュージアム内での説明 

微粉化した石炭燃料 螺旋階段の 1･2･3 号炉煙突(手前)

とエレベータ付きの 4･5 号炉煙突 
遮風フェンス越しの貯炭場 

実証事業用アンモニアタンク 

JERAガーデンを散策 

岡崎消防署による能登半島地震災害支援活動の報告 

非常食の試食にできた列 今どきのいろいろな非常食 

携帯浄水器 

の体験 

岡崎警察署新庁舎 正面入口で記念撮影 
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あいちの方から楽しく防

災について学びました。 

①知ろう②考えよう③今日からやろう「いつも
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を見たり、触ったり、体験したりしました。 

常に子どもさんも一緒に！という事で、とても自然

体でお話くださり和やかな雰囲気の中、 
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■ふれあいサロン 
１２月８日(日) 針崎東公民館 

針崎郷と針崎郷西のふれあい

サロンが開催されました。体操や

えびすくい踊りの後、クイズとダ

ーツゲームをして、成績優秀者３

名に景品が贈られました。 

キーボード演奏者の井下麻衣 

さんの演奏に合わせて「北酒場」

「リンゴの唄」など懐かしい曲

を全員で歌いました。ビンゴゲ

ームもして皆さん楽しい時間を

過ごしました。 

■学区グラウンドゴルフ大会 
１１月２４日(日) 岡崎小グラウンド 

第２７回岡崎学区福祉グラウンドゴルフ大会（主

催：学区福祉委員会、運営協力：学校開放委員会、体

育委員連合会）が開催されました。 

冷たい風が吹くものの暖

かい日差しのなか、１７チ

ーム８５名が参加し、いつ

ものグラウンドゴルフとは

違って、池・三角コーン・土

手などの障害物やＯＢライ

ンのある難コースに苦戦し

ながらも和気あいあいとし

た雰囲気のなか行われまし

た。 

結果は次のとおりでした。 

＜団 体＞  

優勝：針崎郷Ｂ 

２位：チームコキア 

３位：馬畷の仲間 

＜個人男子＞  

優勝：斉藤 誠 

２位：成瀬 俊市 

３位：宮地 忠秋 

＜個人女子＞ 

優勝：柴田弓子 

２位：安福みつよ 

３位：早川チヅ子 

    （敬称略）  
詳細はこちらもご覧ください→ 学区福祉委員会活動の詳細は FB を→ 

■岡崎警察署新庁舎見学会 

１１月３０日に岡崎警察署が針崎町に完成した新庁舎に移転しましたが、それに先立ち１１月１日に岡崎学

区の総代会、社教委員会、福祉委員会、親善クラブを対象とした見学会が行なわれました。 

普段あまり見ることのできない留置施設や面会室また取調室などまるでドラマの様な室内を見せていただき

ました。 

新庁舎は５階建てで、愛知県内では春日井市にある警察学校に続き、警察署では唯一となる射撃場が設けられ

訓練を分散して行うことが出来るようになります。射撃場内は吸音性に優れた素材の壁で作れているので外へ

の音漏れの心配は無いそうです。 

敷地内に駐車場が９３台分あり以前よりも倍以上の車を駐車することが出来るようになります。 

また、交通課は２階にありフロア内に待合室があることにより免許の更新などに訪れる際にも快適に待つこ

とができます。 

おまけ 

警察署の入口付近の天井には愛

知県産の杉の木が使用されてい

ます。警察署に行く機会がありま

したら上を見て探してみてくだ

さいね  

団体優勝の針崎郷 Bチーム 

個人男子の部入賞の皆さん 

個人女子の部入賞の皆さん 

JERAミュージアム内での説明 

微粉化した石炭燃料 螺旋階段の 1･2･3 号炉煙突(手前)

とエレベータ付きの 4･5 号炉煙突 
遮風フェンス越しの貯炭場 

実証事業用アンモニアタンク 

JERAガーデンを散策 

岡崎消防署による能登半島地震災害支援活動の報告 

非常食の試食にできた列 今どきのいろいろな非常食 

携帯浄水器 

の体験 

岡崎警察署新庁舎 正面入口で記念撮影 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡崎学区福祉委員会   

委員長 小田 利枝子 

あけましておめでとうございます。  

岡崎学区は高齢化率 18.1%、年少人

口割合 16.9%(令和６年４月１日)と  

他学区と比べて、若い世代が多いことが特徴です。

しかし高齢化率は少しずつ高まっています。福祉

委員会では学区の皆様が「安心・安全に暮らすこ

と」「この学区で暮らして良かった、と思っていた

だけること」を願っています。そのために「いきい

きクラブ」「ふれあいサロン」「ぽっぽの会」「グラ

ウンドゴルフ大会」等の活動を行っています。  

今年度は学区の情報を集めた「みんなの便利帳」

を総代会・社教委員会と協力して発行する予定で

す。 

多くの皆様が、顔を合わせて、声をかけあう、明

るく楽しい学区を目指していきます。ご協力をよ

ろしくお願いいたします  

 

岡崎学区総代会  

会長 加藤 政幸 
あけましておめでとうございます。令和７年も「元気であたたかい岡崎学区」をめざして、各

町総代１９名からなる総代会と、社会教育委員会、福祉委員会、各種団体が、チームワーク良く、

力を合わせてがんばっていきます。 

さて、私事でありますが、私がこの岡崎に暮らすようになって、今年が５０周年となります。国鉄マ

ンであった父親の仕事の関係で、各地で学生時代を過ごし、大学生になる年の４月に、若松・砂川のほとりの地に住む

ことになりました。その年に完成した真新しい「若砂橋」が、５０年経って、今、架け替え工事をしていることに感慨深

いものがあります。橋や道路は、年が経つとどんどん変わっていくものの、人の温かさや絆は変わることはありません。 

特に、岡崎学区は、途中から来た私たち家族にも、優しく住みやすい場所でした。その感謝から、私は総代を

７年前、総代会長を４年前にお受けしました。また、自分の教職員時代には、私は特に転入生の受け入れに神

経を使いました。自分が転校を繰り返したこともその理由の一つですが、後からその集団に入ってきた人を温

かく迎えられる集団は、必ずそこからさらに伸びて、良くなっていくものだと感じていたからです。 

今後も岡崎学区は、さらに発展して多くの方々がこの学区で暮らすようになると思います。その方々を、温かく、

優しく迎えることが、岡崎学区のさらなる発展・進化につながっていくと信じています。今年度も各町内、各団体

で、昨年までと同様に「ムリなく、ムダなく、ムラなく」を心がけていただき、町内会活動を担う方々、学区の方々

が明るく元気にがんばることができる岡崎学区にしていきましょう。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

岡崎学区社会教育委員会  

委員長 新美 優 

あけましておめでとうございます。 

令和７年も社教委員会は、総代会、福

祉委員会、各種団体と連携し、円滑に社 

会教育事業、福祉事業、研修事業、スポーツ事業など

学区の皆さまの教育文化の向上、健康の増進など、お

役に立てるよう活動をしてまいります。開校１５０

年を迎えた伝統ある岡崎小学校周辺は、近年めざま

しく開発が進み、急速に生活環境が大きく変化しつ

つあります。岡崎学区は、なかよし運動会、夏祭り、

敬老会、各種のスポーツ大会など学区の皆さんにと

っては、それぞれのイベン卜が季節の風物詩となっ

ており、思い出づくりの大切な交流の場の一つであ

ります。ますます地域の姿が変わり続けても、適応し

ながら大事なことはしっかりと次へ繋いでいきたい

と思います。今後も交流行事を通じ、大切な子どもた

ちを地域であたたかく見守り、育てながら明るく、活

力ある岡崎学区を目指して貢献していきますのでご

理解、ご協力をお願いいたします。 
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おかざき 

新年おめでとうございます 

学区通信 おかざき                令和７年１月１日 

■岡崎学区 主な行事計画(１～３月) 
月 日 曜 行  事 主催団体  

１ 
 

月 

5 日 新年四社巡りウォーキング大会  社 教･親 善 

4 土 新年交礼会  岡 崎 市  

11 土 総代会 1 月定例会  学区総代会 

12 日 資源回収（予備日 19 日） こ ど も 会  

12 日 消防出初式  岡 崎 市  

19 日 岡崎市民駅伝大会  岡 崎 市  

22 水 子育て支援活動「ぽっぽの会」  福祉委員会 

29 水 岡崎いきいきクラブ  福祉委員会 

２ 
月 

1 土 総代会 2 月定例会  学区総代会 

16 日 資源回収（予備日 23 日） 岡小ＰＴＡ 

19 水 岡崎いきいきクラブ  福祉委員会 

23 日 男女ソフトミニバレーボール大会 開 放 ･ 体 育  

26 水 子育て支援活動「ぽっぽの会」  福祉委員会 

３ 

月 

1 土 総代会 3 月定例会  学区総代会 

7 金 翔南中学校 卒業証書授与式  翔南中学校 

6 木 ３Ｃパトロール一斉活動  学区総代会 

16 日  資源回収（予備日 23 日） こ ど も 会  

19 水 岡崎小学校 卒業証書授与式  岡崎小学校 

19 水 岡崎いきいきクラブ  福祉委員会 

      
      

 

バックナンバー、ご希望･ご意見等はこちらから  

学区通信 HP→  

 

学区通信おかざき  

 １５０周年を迎えた岡崎小学校 （その３：令和７年度に向けて） 
  校長 鈴木 勝久 

岡崎小学校周辺の開発に伴い児童数が大幅に増加したため、平

成２９年に中校舎西側増築、令和４年に北校舎新築、令和６年に中

校舎、南校舎の大改修工事が行われ、岡崎小学校は市内でも最先

端の設備を整えた学校に変貌しました。まず、体育館を含め、すべての

照明がＬＥＤ化され、教室や廊下の壁も木質化されました。また、エレベ

ーター棟も新設され、バリアフリーの校舎になりました。正門から中庭

は、インターロッキングを敷き詰め、天然芝生も配する外構工事が着々

と進められています。水はけのよい緑豊かな中庭の完成が待たれます。 

また、創立１５０周年記念実行委員会を、同窓会、総代会、社教委員会、ＰＴＡ、学校の五つの団体

で組織し、令和７年１１月８日（土）の記念式典に向けて動き出しています。今のところ、記念事業として

以下のことが計画されています。お楽しみに。 

・１５０周年記念 T シャツ作製（子どもたちからイラストを募集したオリジナルワンポイント入です） 

・１５０周年記念リーフレット作製 

・航空写真下敷き作製  

・中庭の渡り廊下壁に設備時計寄贈  

・劇団四季団員で本校卒業生である小林由希子氏講演  

                           「夢をかなえる」 LED 照明化・木質化された教室・廊下 

 

改修された南校舎 
南公園梅林  


